
土地改良区全体の財務状況の的確な把握と内部牽制機能の充実
【西光寺野土地改良区】（兵庫県神崎郡福崎町）

（2021年3月 土地改良企画課調べ）

土地改良区の概要

受益地
姫路市、神崎郡福崎町

(1市1町)

地区面積 216ha

組合員数 1,110人

総代数 40人

役員数 理事7人、監事4人

職員数 2人

管理施設
頭首工 2箇所
ため池 8箇所
用水路 約26km 外

導入開始時期 平成29年4月から

主要作物 水稲、麦、大豆

導入のメリット

会計経理の省力化

① 会計ソフトを使用し、命令、仕訳、決算、財務諸表の作成などが自動で行われ、会計経理の省力化

を推進

土地改良区全体の財務状況の的確な把握と内部牽制機能の充実

① 貸借対照表などにより、土地改良区全体の財務状況などを的確に把握

② 税理士による外部監査と合わせた内部牽制機能の充実

複式簿記の導入事例

さ い こ う じ の

① 農業以外の業種の経験を有する役員が、県土連主催の複式簿記に関する研修会等に参加して、複式
簿記の必要性を理解し、導入を推進

早期導入のきっかけ

兵庫県

西光寺野土地改良区

会計経理体制の整備

① 県土連に相談し、会計ソフトを導入

② 税理士による外部監査を実施して、会計経理の適切性の確保と会計細則などの諸規程を整備

作業の効率性、正確性の向上

役職員の能力向上に係る取組

① 役職員がともに県土連が開催する研修会に参加し、必要な知識等を習得

② 会計に詳しい役員を中心に導入作業を実施

円滑かつ確実な導入

導入に当たっての取組

管理施設の資産評価

① 膨大な関係資料から、土地の取得価格や施設の造成費等の整理に多大な時間と労力が必須

② 県土連のアドバイスにより、資産評価は後日追加し、複式簿記による会計経理を先行して実施

円滑かつ確実な導入

（※「県土連」とは、兵庫県土地改良事業団体連合会をいう。）



【西光寺野土地改良区】（兵庫県神崎郡福崎町）

（2021年3月 土地改良企画課調べ）

会計経理体制の概要

財政規模（平成30年度） 88百万円

事務体制
理 事 長 － 会計担当理事1人

－ 会計担当職員1人

資格取得状況 役員（全商簿記3級）

仕訳方法 日々仕訳

会計システム使用 有（会計経理、賦課徴収事務など）

システム導入費用 当初 324千円、保守55千円

導入時の関連整備
パーソナルコンピュータ2台（136千円）
関連ソフト (15千円)

システム導入時期 平成29年度

複式簿記導入までの主な経過と主な従事者

複式簿記を導入して感じたこと

管理施設の資産評価は、長い歴史を有する
土地改良区のため膨大な関係資料の整理が必
要で、多大な費用と労力が必要と見込んでい
た。このため、県土連からの助言等を得なが
ら、複式簿記の導入を先行させ、複式簿記へ
の早期移行を実現した。

賦課金の値上げは難しく、資産評価の実施
と土地改良施設台帳の整備を進め、土地改良
区全体の財務状況を的確に把握し、土地改良
区の運営や更新費用の積立ての検討につなげ
たい。また、税理士による外部監査を通じて
会計経理の適切性を確保していきたい。

複式簿記を導入して約４年を経過したが、
今後も県土連主催の研修会等への参加と近
隣土地改良区との連携を図り会計経理の習
熟に努めたい。

土地改良区の財務状況などを知るきっかけ
となるよう、組合員全員に対して、土地改良
区の収支状況等を記載した「近況報告書」を
年１回配布している。

 事項 時期 主な従事者

●

本格導入
準備(データ整理) (約12カ月)

H29～H27 H28
導入検討
総代会決定
準備(資産評価)
準備(規程整備)

(約3カ月)

(約59カ月)

(約12カ月)

－

役員・事務局

－
理事長・事務局

事務局

事務局
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		 事項 コト コウ		時期		H27																								H28																								H29～						主な従事者 オモ ジュウジシャ

		導入検討 ドウニュウ ケントウ		(約3カ月) ヤク ゲツ																																																								役員・事務局 ヤクイン ジムキョク





		総代会決定 ソウダイカイ ケッテイ																																																										－

																												●



		準備(資産評価) ジュンビ シサン ヒョウカ		(約59カ月) ヤク ゲツ																																																								理事長・事務局 リジチョウ ジム





		準備(規程整備) ジュンビ キテイ セイビ		(約12カ月) ヤク ゲツ																																																								事務局 ジム





		準備(データ整理) ジュンビ セイリ		(約12カ月) ヤク ゲツ																																																								事務局 ジム





		本格導入 ホンカク ドウニュウ																																																										－











根拠に基づいた財務運営により組合員からの信頼感が向上
【揖屋干拓地土地改良区】（島根県松江市）

（2021年3月 土地改良企画課調べ）

土地改良区の概要

受益地 松江市(1市)

地区面積 254ha

組合員数 202人

役員数 理事8人、監事3人

職員数 2人

管理施設
用水機場 1箇所
排水機場 1箇所
用水路 約16km 外

導入開始時期 平成30年4月から

主要作物
キャベツ、ブロッコ
リー、スイートコーン、
津田かぶ

導入のメリット

会計経理の透明性の確保と監査作業の効率化

① 会計経理の透明性が一段と向上

② 監事監査で、運営状況が把握しやすくなり、監査作業が効率化

根拠に基づいた財務運営が実現

① 土地改良区全体の財務状況を的確に把握でき、財政調整積立金の規模の妥当性の説明が容易

② 組合員から土地改良区の運営状況が明確に分かると好評

複式簿記の導入事例

い や か ん た く ち

① 国営地区の着工準備段階における行政機関からの組織運営体制の強化に関する指導・助言により、
複式簿記導入を検討

② 平成28年に県から複式簿記導入に係る重点支援土地改良区に選定

早期導入のきっかけ

揖屋干拓地土地改良区

会計経理体制の整備

① 県土連に相談し、会計ソフトを導入

② 県土連の会計指導員等の支援により、勘定科目や経理データ等の整理・入力と操作方法を習得

作業の効率性、正確性の向上

県土連による支援

① 県土連主催の研修会に継続して積極的に参加し、複式簿記の理解を深化

② 会計指導員による定期的な巡回指導により、導入作業を着実に実施

円滑かつ確実な導入

導入に当たっての取組

導入準備期間の設定

① 国の導入目標時期（国営関連施設管理地区は平成30年度）に応じた準備作業期間を検討

② 資産評価は事業完了後に実施することとし、複式簿記による会計経理を先行して実施

円滑かつ確実な導入

島根県

（※「県土連」とは、島根県土地改良事業団体連合会をいう。）



【揖屋干拓地土地改良区】（島根県松江市）

（2021年3月 土地改良企画課調べ）

会計経理体制の概要

財政規模（平成30年度） 42百万円

事務体制
理事長 － 副理事長1人 － 会計担当理事1人

－ 事務局長 － 会計担当職員1人

資格取得状況 役員（全商簿記2級）、職員（全商簿記2級）

仕訳方法 日々仕訳

会計システム使用 有（会計経理、賦課徴収事務など）

システム導入費用 当初 300千円、保守108千円

導入時の関連整備 関連ソフト (16千円)

システム導入時期 平成28年度

複式簿記導入までの主な経過と主な従事者

複式簿記を導入して感じたこと

国営関連土地改良区のため、国の通知に基づ
き複式簿記に取り組んだ。また、当時は、国営
地区の着工準備のため土地改良区に余裕がな
かったが、県土連などの支援・指導を受けて効
率良く導入することができた。

会計システムは、複式簿記の知識がなく
ても、自動で複式簿記の帳簿等が作成され
るが、適切な会計経理を行うには、土地改
良区の複式簿記会計を理解することが不可
欠であると感じる。県土連主催の研修会や
会計指導員への相談などにより、理解の向
上に努めている。

管理施設の更新費用は、補修・修繕
（オーバーホール）と更新時期を整理した
「保全管理計画」に基づき、毎年一定額を
積み立てている。
今後は、事業完了に合わせて「保全管理

計画」の更新を行い、更新費用の積立方法
を検討したい。

土地改良区会計基準が制定され、諸規程
の変更と会計システムの改修が必要。これ
らには労力と費用、時間がかかるため、県
土連等とも相談して対応したい。

 事項 時期 主な従事者

●

－

－

役員・事務局

－

事務局

事務局

事務局、ソフト会社

資産評価

準備(規程整備)

(約3カ月)

(　－　)

(　－　)

(約11カ月)

本格導入

準備(データ整理)

移行期間

(約5カ月)

導入検討

総代会決定

H30～H28 H29

(約２カ月)

(　－　)
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		 事項 コト コウ		時期		H28																								H29																								H30～						主な従事者 オモ ジュウジシャ

		導入検討 ドウニュウ ケントウ		(約3カ月) ヤク ゲツ																																																								役員・事務局 ヤクイン ジムキョク





		準備(データ整理) ジュンビ セイリ		(約5カ月) ヤク ゲツ																																																								事務局、ソフト会社 ジム カイシャ





		準備(規程整備) ジュンビ キテイ セイビ		(約11カ月) ヤク ゲツ																																																								事務局 ジムキョク





		移行期間 イコウ キカン		(約２カ月) ヤク ゲツ																																																								－





		総代会決定 ソウダイカイ ケッテイ		(　－　)																																																								－





		本格導入 ホンカク ドウニュウ		(　－　)																																																								－

																																																										●



		資産評価 シサン ヒョウカ		(　－　)																																																								事務局 ジムキョク











財務状況の「見える化」による円滑な土地改良区運営の推進

【海部川沿岸土地改良区】（徳島県海部郡海陽町）

（2021年3月 土地改良企画課調べ）

土地改良区の概要

受益地 海部郡海陽町(1町)

地区面積 189ha

組合員数 550人

役員数 理事10人、監事4人

職員数 2人

管理施設
頭首工 1箇所
揚水機場 15箇所
用水路 約32km 外

導入開始時期
平成30年6月から
(移行期間 2カ月間)

主要作物
水稲、キュウリ、
ブロッコリー、オクラ、
菜の花、ニンジン

導入のメリット

財務状況の見える化による円滑な土地改良区運営の推進

① 土地改良区全体の資産・負債の見える化により、財務状況を正確に把握

② 財務状況を踏まえ、事業資金計画や更新費用積立など運営方法の議論が活発化

会計経理の省力化

① 記帳上の誤りが比較的早く発見できるようになり、会計経理の透明性が向上

② 監事監査でチェックしやすくなり、不正防止の観点からも有効

複式簿記の導入事例

徳島県

海部川沿岸土地改良区

会計経理体制の整備

① 県土連の支援を得て、研修会資料や他地区での事例を参考に勘定科目の決定や会計細則などの諸

規程類を整備

② 県土連開発の会計ソフトを採用し、県土連の協力の下、複式簿記に必要な各種データの整理・入

力、操作方法を習得し、円滑な会計経理を実現

③ 国の導入目標時期（県営関連施設管理地区は平成31年度）により導入時期を決定

作業の効率性、正確性の向上

役職員の能力向上の取組

① 導入前から継続して県土連主催の研修会に積極的に参加しスキルアップ

② 国の通知による指導方針や土地改良区特有の仕訳などの理解を深め、複式簿

記導入の必要性を再確認

円滑かつ確実な導入

導入に当たっての取組

かいふがわえんがん

① 元農協職員の方を事務局に迎え、安定した土地改良区運営には複式簿記が必要との働きかけ
② 理事長や他の役員も農業経営を通じ簿記に関心があったことから、複式簿記導入を検討

早期導入のきっかけ

（※「県土連」とは、徳島県土地改良事業団体連合会をいう。）



【海部川沿岸土地改良区】（徳島県海部郡海陽町）

（2021年3月 土地改良企画課調べ）

会計経理体制の概要

財政規模（平成30年度） 70百万円

事務体制
理事長 － 副理事長1人 － 会計担当理事1人

－ 事務局長 － 会計担当職員1人

資格取得状況 職員（日商簿記2級、全商簿記3級）

仕訳方法 日々仕訳

会計システム使用 有（会計経理、賦課徴収事務など）

システム導入費用 当初 668千円

導入時の関連整備 関連ソフト2個 (32千円)

システム導入時期 平成30年度

複式簿記導入までの主な経過と主な従事者

複式簿記を導入して感じたこと

会計経理の実務には、複式簿記の一般的な知
識だけでなく、出納整理期間や専門的用語など
土地改良区会計を理解することが必須と感じる。
このため、複式簿記の研修会に積極的に参加

し、また、県土連に相談して理解を深めている。

施設更新について、毎年余剰金を積み立
てて費用負担に備えてきたが、減価償却費
と比較して大規模な修繕には十分な対応が
できるほどではない。今後、「補修」と
「更新」を区別して検討したい。

複式簿記に移行しても、会計経理や賦課に係
る業務時間はあまり変わっていない。あと２、
３年程度経験したら効率良く作業を行えるよう
になり、業務時間を短縮できると感じている。

会計細則の整備に当たっては、勘定科目や正
味財産増減計算書と収支決算書の関連性等を理
解することは大変だが、研修会資料で理解が進
んだ。

 事項 時期 主な従事者

●

●本格導入 －

準備(規程整備) (約3カ月) 事務局長

準備(データ整理) (約1年間) 事務局、県土連

総代会決定 －
準備(資産評価) (約1年間) 事務局長

役員・事務局

H28 H29 H30
導入検討 (約９カ月)

H30.4～5月
単式複式併用


Sheet1 (2)

		 事項 コト コウ		時期		H28																								H29																								H30						主な従事者 オモ ジュウジシャ

		導入検討 ドウニュウ ケントウ		(約９カ月) ヤク ゲツ																																																								役員・事務局 ヤクイン ジムキョク





		総代会決定 ソウダイカイ ケッテイ																																																										－

																												●



		準備(資産評価) ジュンビ シサン ヒョウカ		(約1年間) ヤク ネンカン																																																								事務局長 ジム キョクチョウ





		準備(規程整備) ジュンビ キテイ セイビ		(約3カ月) ヤク ゲツ																																																								事務局長 ジム キョクチョウ





		準備(データ整理) ジュンビ セイリ		(約1年間) ヤク ネンカン																																																								事務局、県土連 ジム ケンド レン





		本格導入 ホンカク ドウニュウ																																																										－

																																																										●
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		 事項 コト コウ		時期		H28																								H29																								H30						主な従事者 オモ ジュウジシャ

		導入検討 ドウニュウ ケントウ		(約９カ月) ヤク ゲツ																																																								役員・事務局 ヤクイン ジムキョク





		総代会決定 ソウダイカイ ケッテイ																																																										－

																												●



		準備(資産評価) ジュンビ シサン ヒョウカ		(約1年間) ヤク ネンカン																																																								事務局長 ジム キョクチョウ





		準備(規程整備) ジュンビ キテイ セイビ		(約3カ月) ヤク ゲツ																																																								事務局長 ジム キョクチョウ





		準備(データ整理) ジュンビ セイリ		(約1年間) ヤク ネンカン																																																								事務局、県土連 ジム ケンド レン





		移行期間 イコウ キカン		(約２カ月) ヤク ゲツ																																																								－





		本格導入 ホンカク ドウニュウ																																																										－

																																																										●
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